
ソナタ 

• 内容: 

ショパンはピアノソナタを 3 曲残しています。第 2 番「葬送行進曲付きソナタ」

（Op.35）は、特に有名で、葬送行進曲の楽章が特に有名です。 

• 技術的ポイント: 

ソナタでは、各楽章の異なる性格を理解し、全体を一貫した構造として演奏する

ことが求められます。特に、第 2 楽章の葬送行進曲では、重厚な響きを求めら

れます。 

ショパンのソナタは、彼の作品の中でも特に重要な位置を占める作品群です。ショパン

は、ピアノを中心に作曲活動を行いましたが、ピアノソナタという形式でも大きな成果を残

しています。彼のソナタは全部で 3 曲あり、それぞれが異なる時期に作曲されています。

以下に、それぞれのソナタについて詳しく解説します。 

ピアノソナタ第 1 番 ハ短調 Op.4 

• 概要: このソナタは 1828 年に作曲され、ショパンがまだ若干 18 歳のときの作品

です。ショパンの作品としてはあまり知られていませんが、彼の初期の創作活動

を理解する上で重要な作品です。 

• 構造: 全 4 楽章から成り、古典的なソナタ形式に従っています。 

1. 第 1 楽章: Allegro maestoso - 力強く劇的なハ短調の主題が特徴で、

若きショパンのエネルギーを感じさせます。 

2. 第 2 楽章: Menuetto - 優雅なメヌエットとトリオからなり、軽やかさと品格

を兼ね備えています。 

3. 第 3 楽章: Larghetto - 短調のゆったりとした楽章で、抒情的なメロディが

特徴です。 

4. 第 4 楽章: Finale: Presto - 技巧的で活気のあるフィナーレで、全体を締

めくくります。 

• 特徴: ショパンの成熟した作品と比べると、構成やアイデアに未熟さも見られま

すが、彼の初期の個性と情熱が感じられる作品です。 



ピアノソナタ第 2 番 変ロ短調 Op.35 

• 概要: このソナタは 1839 年に作曲され、ショパンの中期の代表作の一つです。

特に第 3 楽章の「葬送行進曲」が非常に有名で、独立した作品としても頻繁に

演奏されます。 

• 構造: 全 4 楽章から成り、それぞれが異なる表情を持っています。 

1. 第 1 楽章: Grave - Doppio movimento - 厳かで重厚な導入部に続き、

激しい主題が展開されます。劇的な展開と緊張感が特徴です。 

2. 第 2 楽章: Scherzo - 軽快で急速な楽章で、リズミカルな要素が強調さ

れています。 

3. 第 3 楽章: Marche funèbre: Lento - 「葬送行進曲」として知られるこの楽

章は、重々しい行進のリズムと悲痛なメロディが印象的です。 

4. 第 4 楽章: Finale: Presto - 非常に速く、狂気じみた旋律が続く異例の楽

章で、終始不安定な雰囲気を保ちながら消えるように終わります。 

• 特徴: 特に「葬送行進曲」が有名で、後の多くの作曲家に影響を与えました。

また、第 4 楽章の異様な終わり方は、当時としては非常に革新的でした。 

ピアノソナタ第 3 番 ロ短調 Op.58 

• 概要: 1844 年に作曲されたこのソナタは、ショパンの最も完成されたピアノソナタ

の一つであり、彼の晩年の作品です。成熟した音楽性と高度な技巧が融合し

ており、演奏者にとっても挑戦的な作品です。 

• 構造: 全 4 楽章で構成されており、壮大なスケールを持っています。 

1. 第 1 楽章: Allegro maestoso - 力強く堂々とした主題で始まり、変化に富

んだ展開が続きます。技巧的で複雑な構造を持ちます。 

2. 第 2 楽章: Scherzo: Molto vivace - 軽やかで活気に満ちた楽章で、細や

かなリズムとメロディの動きが特徴です。 

3. 第 3 楽章: Largo - ゆったりとした抒情的な楽章で、深い感情が込めら

れた美しいメロディが流れます。 

4. 第 4 楽章: Finale: Presto non tanto - 激しく勢いのある楽章で、技巧的な

パッセージが続き、堂々としたフィナーレを迎えます。 



• 特徴: このソナタは、ショパンの最高傑作の一つとされ、特に第 1 楽章と第 4

楽章の技術的難易度は非常に高いです。また、感情の深みと表現の豊かさが

全楽章を通して感じられます。 

 

これらのソナタは、ショパンの作曲技法と音楽的感性の頂点を示す作品群です。それぞ

れのソナタが持つ独特の個性と魅力が、ショパンの音楽の多様性を浮き彫りにしていま

す。演奏者にとっても非常に挑戦的な作品であり、ショパンのピアノソナタを演奏すること

は、技術と感情表現の両面で高い能力が要求されます。 
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